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「県民オペラ応援事業」 
オペラ衣裳セミナー

 ロールプレイング実践

アトリエヒノデ 
桜井 久美 氏

一般の方も
ご覧いただけます。

令和4年12月19日（月）～21日（水）
島根県民会館 大ホール・中ホール

●受付 17：30～
●セミナー開始時間 
　18：00～

●受付 9：00～
●セミナー開始時間 
　9：30～

●受付 9：00～
●セミナー開始時間 
　9：30～

開催日

会　場

〒690-0887　島根県松江市殿町158
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地域の劇場・音楽堂等に
求められる新たな役割

公益社団法人
全国公立文化施設協会
事務局長
兼 専務理事 
岸 正人 氏

～文化政策の更新、そして
　　統括団体との連携～

 スタディ

東京文化会館
乳原 一美 氏

20日、21日　大ホール内にてメーカー協力による機器展示開催

一般社団法人
日本舞台技術スタッフ
団体連合会(スタッフ連合会)
代表理事（専務理事）
寺田  航 氏

新国立劇場 舞台課長
櫻井 拓朗 氏

 役に立つノウハウ

特殊効果部門
小峰    聖 氏
（有限会社酸京クラウド
  代表取締役
  特殊効果コンシェルジュ）

大道具部門
西原 承吉 氏
（金井大道具株式会社
  営業本部プロジェクト部
  西日本グループ課長）

 クロストーク

（株）ニッセイ基礎研究所
主任研究員
大澤 寅雄 氏

Dolby Japan株式会社 
シネマ＆コンテンツ
ソリューション部
尾崎 卓也 氏

世田谷パブリックシアター　
技術部長
熊谷 明人 氏

九州大学大学院
芸術工学研究院准教授
長津 結一郎 氏
（オンライン登壇）

前豊岡市長・
豊岡アートアクション理事長
中貝 宗治 氏

キーノートスピーチ

 スペシャルレクチャー

立体音響ドルビーアトモス
の紹介と拡がる用途拡大に
　 ついて

※お預かりした個人情報は、島根県会館ならびに公益財団法人しまね文化振興財団の主催する文化事業実施および案内
にのみ使用し、適切に管理致します。また、要請があった際は保健所等の公的機関に提供する場合があります。
※当日配布の参加者名簿に氏名、所属を記載致します。



火 関係者の方はコチラから4 3

オペラ衣裳の特色・バレエ・ミュージカルの衣裳と比較　
ラ・ボエーム衣裳の世界を探求します。

9:30～11:00 スペシャルレクチャー
「立体音響ドルビーアトモスの紹介と拡がる用途拡大について」

12月20日（火）

大ホール▼ ▼中ホール
12月20日（火）

12月21日（水）

12月21日（水）

プレイベント 12月19日（月）  （中ホール）

【講師】Dolby Japan株式会社 シネマ＆コンテンツソリューション部
　　   尾崎 卓也 氏
立体音響技術として広く認知され、音楽・スポーツなどあらゆる分野へ
拡がりを見せているドルビーアトモスの基本的考え方・劇場やホールに
導入する場合更に拡大する用途展開についてご紹介します。

13:30～15:00 スタディ①
「劇場の進化を考える～中央のこれまで、地方のこれから～」
【講師】東京文化会館 乳原 一美 氏
劇場のこれまでと青山劇場・劇団四季・北九州芸術劇場・島根県との関わりや事
例などから、今後の在り方や向かうべき方向性について考えていきます。

13:30～15:00 クロストーク①

「人をつなぎ地域を育てる、『まちづくり』と文化芸術」
【登壇者】 （株）ニッセイ基礎研究所主任研究員 　大澤 寅雄 氏

前豊岡市長・豊岡アートアクション理事長　 中貝 宗治 氏
地域のポテンシャルを引き出す文化芸術の力について、豊岡独自の取り
組み「深さをもった演劇のまちづくり」を事例に学び考えます。

15:10～16:40 クロストーク②

「多様さを認め合う社会をつくる、『社会包摂』と文化芸術」
【登壇者】（株）ニッセイ基礎研究所主任研究員 　　大澤 寅雄 氏

九州大学大学院芸術工学研究院准教授 　長津結一郎 氏

社会包摂につながる文化芸術活動への関心が高まり、法整備が進められ
ています。それぞれの地域のニーズやつながりをとらえ、どのように取
り組んでいくか学び考えます。

9:30～11:00 ロールプレイング実践
「新国立劇場における安全管理・ヒューマンエラーの防止対策」
【講師】新国立劇場 舞台課長 櫻井 拓朗 氏
日本を代表する新国立劇場の舞台運営を担う上での運営体制や安全管理
について学びます。

13:00～14:30 スタディ③
「創造型劇場の運営体制や公演管理体制 “世田谷が創る 物とヒト“」
【講師】世田谷パブリックシアター 技術部長 熊谷 明人 氏
数少ない創造型劇場はどんな運営体制なのか。また、公演を創ることに
必要な公演管理体制とは。キーパーソンとなる劇場職員の皆さん一緒に
学んでみましょう。

11:00～12:00 役に立つノウハウ①
「舞台空間演出の現在（いま）～大道具編～」
【講師】大道具部門 西原 承吉 氏 
　　　 （金井大道具株式会社 営業本部プロジェクト部　西日本グループ課長）

13:00～14:00 役に立つノウハウ②
「舞台空間演出の現在（いま）～特殊効果編～」
【講師】特殊効果部門 小峰  聖 氏
        （有限会社酸京クラウド 代表取締役　特殊効果コンシェルジュ） 

ゲストスピーカー｠  橋詰 充（フェニーチェ堺 舞台技術担当主幹）
ゲストスピーカー｠  尾中 孝次（岡山芸術創造劇場 テクニカルディレクター）
モデレーター｠  小野 修平（島根県民会館 施設利用課長代理兼舞台振興GL）

舞台を彩る様々な演出装置、普段はあまり触れられない大道具や特殊効
果のいまを学んでみましょう！

15:00～16:30 これまでにない ザ！談×2会
「日進月歩！劇場における働き方」

15:10～16:40 スタディ②
「文化芸術と経済循環
　～納税者から求められる文化芸術経済貢献～」
【講師】一般社団法人日本舞台技術スタッフ団体連合会(スタッフ連合会)
　　　 代表理事（専務理事） 寺田 航 氏
コンサート・イベント・演劇から施設運営含めコロナ禍での業界損失と、再起に必要なロ
ビイング活動と文化産業政策、フリーランス新法と下請法改正、インボイス制度、これか
らの公共劇場が求められる地域への文化芸術経済的貢献について考えていきます。

11:00～12:30 キーノートスピーチ
「地域の劇場・音楽堂等に求められる新たな役割
　　～文化政策の更新、そして統括団体との連携～」
【講師】公益社団法人全国公立文化施設協会　事務局長 兼 専務理事
　　   岸 正人 氏
地域文化を再興するために劇場・音楽堂等に期待されること、施設が抱
える課題、予算や専門人材の不足等にどう対応するのか。国の文化政策
の更新や公文協を含む統括団体との連携をもとに考えます。

18:00～19:30 「県民オペラ応援事業」 オペラ衣裳セミナー
「舞台衣裳の創造性」
【講師】アトリエヒノデ 桜井 久美 氏　

□19日（月） 　□20日（火） 　□21日（水）
お申込みは
右記
QRコード

（オンライン登壇）

参加日にチェックをして下さい。

※メール・FAXでも受け付けています。

一般の方は
コチラから


